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「
総
会
を
終
え
て
」 

横
浜
陶
芸
友
の
会
会
長 

鍋
島 

弘
義 

  

令
和
８
年
４
月
25
日
（
土
）
に 

杉
田
地
区
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て 

「
総
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

「
役
員
会
」
終
了
後
、
休
憩
を
は
さ

み
「
総
会
」
で
し
た
が
、
資
料
も
「
役

員
会
」
で
使
用
し
た
も
の
を
訂
正
し
た
ま
ま
総
会
の

資
料
と
い
た
し
ま
し
た
。 

 

「
総
会
」
の
出
席
者
は
８
名
と
役
員
会
の
メ
ン
バ

ー
が
そ
の
ま
ま
残
る
形
で
し
た
の
で
話
が
出
来
な
か

っ
た
箇
所
を
重
点
的
に
話
し
合
い
ま
し
た
。 

「
総
会
」
で
の
議
案
は
全
て
承
認
さ
れ
、
滞
り
な

く
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

長
時
間
に
わ
た
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

議
案
と
し
て
は
、
各
部
の
活
動
報
告
・
今
年
度
の

活
動
予
定
、
会
計
の
決
算
・
予
算
、
そ
の
他
で
し
た

が
詳
細
は
、
各
報
告
の
欄
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。 

  

今
年
度
の
主
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、「
第
47
回 

作
品
展
」
が
来
年
の
１
月
に
「
か
な
っ
く
ホ
ー
ル
」

で
開
催
す
る
予
定
で
動
き
始
め
ま
し
た
。
７
月
初
旬

の
申
し
込
み
・
抽
選
で
日
程
が
決
ま
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
そ
の
他
の
議
案
と
し
て
例
年
以
外
の
「
作

品
展
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
だ
内
容
が
決
ま
っ
て
は
い
な
い
の
で
す
が
、

会
員
の
意
見
を
聞
い
て
み
よ
う
。
と
役
員
会
で
話
し

合
わ
れ
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

会
員
の
高
齢
化
が
進
み
、
ま
だ
身
体
の
動
く
内
に

実
現
さ
せ
た
い
思
い
も
あ
り
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

専
修
部
の
「
焼
成
会
」
は
し
ば
ら
く
中
断
し
、「
思

い
出
の
器
会
」
と
し
て
秋
に
行
わ
れ
ま
す
。 

 

「
思
い
出
の
一
品
」
を
持
ち
寄
り
「
陶
芸
談
義
」

を
し
な
が
ら
作
陶
意
欲
を
奮
起
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

会
報
や
ラ
イ
ン
で
詳
細
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
専
修
部
で
保
管
し
て
い
る
釉
薬
の
材
料
も

会
員
の
方
に
還
元
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
在
庫
が
残

っ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
欲
し
い
方
は
専
修
部
長
の

井
上
さ
ん
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

残
念
な
お
知
ら
せ
で
す
。
毎
回
会
報
に
掲
載
さ
れ

て
い
た
「
陶
陶
さ
ん
」
の
作
者
、
赤
星
さ
ん
が
体
調

を
崩
さ
れ
断
筆
と
な
り
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
り
執

筆
さ
れ
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

「
令
和
８
年
度
総
会
」《 

議
事
報
告 

》 

 

４
月
25
日
（
土
）
17
時
よ
り
、
杉
田
地
区
セ
ン
タ
ー

集
会
室
Ａ
に
お
い
て
、
出
席
者
８
名
に
よ
り
行
わ
れ 

議
題
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

［
議
長
］
鍋
島
弘
義 

［
記
録
］
鈴
木
貴
久 

《
議
事
》 

 

令
和
７
年
度 

各
部
の
活
動
報
告 

 

「
総
務
部
」
よ
り 

  
 

第 197 号 

令和 8 年 

5 月 10 日発行 

総務部 2025 年度 活動報告 

    総 務 部 広 報 

４月 16 日（土）役員会 （総会に向けて）  

５月 25 日（土）総会  

6月 13日 

「友の会たより」５月号（193号）の発送 

5月 12日（193号）発行 

・総会の報告 ・決算・予算書 他 

７月 27 日（土）  役員会  

８月 15 日 

「友の会たより」８月号（194号）の発送 

8月 15日（194号）発行 

・秋期焼成会案内 ・関東学院 Fes 案内 他 

10 月 27 日（土）  役員会  

11 月 28日 

「友の会たより」11 月号（195 号）の発送 

「第 46 回作品展のご案内」の発送 

11 月 28 日（195 号）発行 

・「焼成会」報告 ・作品展案内 他 

2月 8 日（土）  役員会  

3月 12日 

「友の会たより」3 月号（196 号）の発送 

3月 8 日（196 号）発行 

・「作品展」報告 ・「45回作品展」紹介 他 
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「
事
業
部
」
よ
り 

  

 
 

 

（
１
）「
第
46
回
作
品
展
」
報
告 

※
詳
細
は
「
会
報
196
号
」
に
掲
載
し
ま
し
た 

〈
会
期
〉
2026
年
１
月
13
日
（
火
）
～
18
日
（
日
） 

〈
会
場
〉 

か
な
っ
く
ホ
ー
ル
３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ 

〈
出
展
者
数
〉
13
名 

〈
名
簿
記
入
者
数
〉
118
名 

 

〈
作
品
数
〉
201
点 

〈
課
題
〉「
飯
茶
碗
」
13
点 

 

※
役
員
会
前
の
資
料
作
り
の
事
業
部
部
会
は
、
ほ
と

ん
ど
メ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た 

・
７
月
１
日
「
か
な
っ
く
ホ
ー
ル
」
申
込
み 

・
12
月
10
日
「
か
な
っ
く
ホ
ー
ル
」
へ
ポ
ス
タ
ー 

及
び
案
内
ハ
ガ
キ
を
提
出 

・
１
月
10
日
「
作
品
展
準
備
」
杉
田
地
区
セ
ン
タ
ー 

・
２
月
１
日
「
第
46
回
作
品
展
」
報
告
資
料
確
認 

 

（
２
）
関
東
学
院
大
学
「
第
３
回
関
キ
ャ
ンfe

s.

」 

 
 
 

に
つ
い
て
は
参
加
者
が
少
な
く
不
参
加 

 

「
専
修
部
」
よ
り 

   

・
「
友
の
会
だ
よ
り
」
へ
の
原
稿
送
信 

※
８
月
15
日
「
秋
期
焼
成
会
の
ご
案
内
」
を 

広
報
部
へ
送
信 

※
11
月
30
日
「
秋
期
焼
成
会
報
告
」「
専
修
部
の 

こ
れ
か
ら
」
を
広
報
部
へ
送
信 

※
「
秋
期
焼
成
会
」 

（
会
場
）井
上
宅 

                     

※
（専
修
部
在
庫
釉
薬
原
料 

無
料
配
布
）に
つ
い
て 

 
 

右
記
の
報
告
の
物
は
配
布
い
た
し
ま
し
た
が
、 

〈
未
配
布
原
料
〉 

中
国
黄
土
・
焼
タ
ル
ク
・
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
・
合
成
柞
灰
・

亜
鉛
華
・
酸
化
亜
鉛
・
炭
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
・ 

塩
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム 

以
上 

在
庫
が
あ
り
ま
す
。 

☆
ご
希
望
の
あ
る
方
は 

専
修
部
長
の
井
上 

ま
で 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  

「
総
務
部
」
よ
り 

 

令
和
８
年
度 

総
務
部 

活
動
予
定 

 

 

【 

部
員
構
成 

】（
※
は
兼
務
） 

（
部
長
）
高
橋 

光
男 

深
川 

貴
子 

※
鍋
島 

弘
義 

※
鈴
木 

貴
久 

※
井
上 

明 
 

※
吉
川 

勝 

※
鈴
木 

和
子 

                     

（日程） 

９/28（日）10：00～受付、素焼き済の方は釉掛け 

10/２（木）10：00～素焼き    ５日（日）10：00～釉掛け 

７日（月）16：00～第１回本焼き 11 日（金）16：00～第２回本焼き 

20 日（日）10：00～引渡し、懇談会 

（結果 参加者数ほか） 

 参加者数 作品点数 作品重量 

令和６年 9 名 39 点 12,76 kg 

令和７年 6 名 24 点 7,35 kg 

増 減 －3 名 －15 点 －5.41 kg 

(部会ほか) 

R7 年 4 月 26 日 総会前に部会  （議題）「秋期焼成会日程」 

R7 年 10 月 27 日役員会にて秋期焼成会報告、会計報告提出 

 （専修部在庫釉薬原料 無料配布） 

蛙目粘土、朝鮮カオリン、福島珪石、福島長石、松灰、3 号石灰釉、 

酸化コバルト、沈殿防止剤、 計 9,470ｇ 配布完了 

事
業
部 

令
和
７
年
度
活
動
報
告 

専
修
部 

令
和
７
年
度
活
動
報
告 

 

総 務 部 広 報 

４月 25 日（土）15 時～ 役員会（総会に向けて）  

４月 25 日（土）17 時～ 総会  

５月下旬 ・「友の会たより」 ５月中～下旬（197 号）発行 

７月下旬～８月上旬  役員会  

８月下旬 ・「友の会たより」８月号の発送 ８月中～下旬（198 号）発行 

10 月下旬～11 月上旬  役員会  

11 月上旬 ・「友の会たより」11月号の発送 

「第 47 回作品展のご案内」の発送 

11 月中旬（199号）発行 

２月中旬～下旬  役員会  

３月初旬 ・「友の会たより」3 月号の発送 2 月下旬～３月初旬（200号）発行 

 

 

令
和
８
年
度 

各
部
の
活
動
予
定 

2026年度 総務・広報 活動予定 
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「
事
業
部
」
よ
り 

 

令
和
８
年
度 

事
業
部 

活
動
予
定 

 
 

【 
部
員
構
成 

】（
※
は
兼
務
） 

（
部
長
）
吉
川 

勝 
 

（
会
計
）
大
日
方 

毅 

（
作
品
展
等
）
吉
川 

勝 

大
日
方 

毅 
 

清
水
あ
や
子 

※
鍋
島
弘
義 

※
鈴
木
貴
久 

 
 
 
 
 
 

☆
会
場「
か
な
っ
く
ホ
ー
ル
３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
」 

・
１
月
初
旬 

６
日
間
実
施
の
予
定  

(

※
７
月
に
申
し
込
み
抽
選
が
あ
り
ま
す
） 

☆
特
設
コ
ー
ナ
ー
課
題 

「
湯
飲
み
」 

☆
出
展
料 

一
区
画
（
45
㎝
）
２
０
０
０
円 

☆
懇
親
会 

開
催
す
る
予
定 

 

※
詳
細
は
会
報
の 

11
月
号 

発
行
時
に
同
封 

 

「
作
品
展
」
関
係 

確
認
内
容 

 

・
会
場
の
設
営 

 

９
時
30
分
よ
り
行
う 

・
一
般
の
受
付
時
間 

11
時
か
ら
直
接
会
場
へ 

・
作
品
展
の
開
場
時
間
は 

10
時
～
17
時 

（
搬
出
時
は
16
時
）
ま
で 

☆
出
展
さ
れ
る
方
は 

半
日
程
度
の
当
番 

を 

お
願
い
い
た
し
ま
す 

 

「
専
修
部
」
よ
り 

 

令
和
８
年
度 

専
修
部 

活
動
予
定 

 
 

【 

部
員
構
成 

】
４
名 

（
部
長
）
井
上 

明 
 

（
会
計
）
鈴
木
和
子 

（
会
場
申
込
）
中
村
の
り
こ 

（
秋
期
焼
成
会
）
本
橋
昭
彦 

 

他
全
員 

（
焼
成
会
備
品
管
理
）
井
上 

明 

 

「
思
い
出
の
器
会
」 

 
≪

日
程≫

 
 

令
和
８
年 

秋
頃
を
予
定 

《 

趣
旨 

》 

「
焼
成
会
」を
し
ば
ら
く
中
断
し「
思
い
出
の
一
品
」

を
持
ち
寄
り
「
陶
芸
談
義
」
を
し
な
が
ら
作
陶
の 

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、
情
報
を
交
換
す
る
。 

 

※ 

詳
細
は
会
報
の 

８
月
号 

に
載
せ
ま
す 

 

  

※
今
年
度
の
会
と
し
て
の
「
焼
成
会
」
は
行
い
ま

せ
ん
が
、
個
人
的
に 

鈴
木
和
子
さ
ん
が
「
技
能
文

化
会
館
の
窯
」
で
焼
成
を
行
う
予
定
で
す
。 

 

日
程
等
決
ま
り
ま
し
た
ら
、「
友
の
会
の
ラ
イ
ン
」

で
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
そ
う
で
す
。 

「
焼
成
料
」
は
、
100
ｇ
100
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

ご
希
望
の
あ
る
方
は
、
ラ
イ
ン
を
見
て
直
接 

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

○
広
報
部
へ 

＊
令
和
８
年
８
月
発
行
の
「
友
の
会
だ
よ
り
」
へ 

 

令
和
８
年
秋
ご
ろ
予
定
の
「
思
い
出
の
器
会
の 

お
知
ら
せ
」
を
送
信 

＊
令
和
８
年
11
月
発
行
の
「
友
の
会
だ
よ
り
」
へ 

 

令
和
８
年
秋
実
施
済
の
「
思
い
出
の
器
会
報
告
」
を

送
信 

 

令
和
８
年
度
組
織
お
よ
び
役
員
に
つ
い
て 

 

             

「
そ
の
他
」 

 

〇
例
年
以
外
の
「
作
品
展
」
に
つ
い
て 

・
今
年
度
は
事
業
部
を
中
心
に
、
例
年
通
り
「
か
な

っ
く
ホ
ー
ル
」
で
の
「
作
品
展
」
を
行
う
方
向
で
計

画
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
高
齢
化

も
進
み
出
展
さ
れ
る
作
品
も
小
さ
く
な
り
、
客
足
も

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

役
員
会
の
中
で
も
、「
作
品
展
を
人
通
り
の
多
い
会

場
で
や
っ
て
み
た
い
。」と
い
う
意
見
も
出
て
い
ま
す
。 

 

会
場
は
「
み
な
と
み
ら
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と
い
う

候
補
も
出
て
い
ま
す
。
期
日
は
未
定
で
す
が
、
新
旧

作
品
の
自
由
出
品
な
ら
、
今
ま
で
作
っ
た
作
品
も
出

せ
る
の
で
は
な
い
か
？
と
の
事
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

同
封
の
ハ
ガ
キ
や
ラ
イ
ン
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
ご
意

見
を
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

令和８年度 組織および役員 
 

顧 問 寒河江 洋子 

客 員 高村 正明  松崎 紀一 

会 長 鍋島 弘義 

副会長 鈴木 貴久 

総務部 

広報

（HP） 

含む 

★高橋 光男  深川 貴子 

 ※鍋島 弘義 ※鈴木 貴久 

 ※井上 明  ※吉川 勝 

※鈴木 和子 

事業部 

★吉川 勝  大日方 毅 

 清水 あや子 

※鍋島 弘義 ※鈴木 貴久 

専修部 
★井上 明  鈴木 和子 

 本橋 昭彦 中村 のりこ 

  （★ は部長  ※ は兼任） 

令和８年度 第４７回「作品展」 

お知らせ 
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第
45
回
作
品
展
」 

大
日
方 

毅 

    
 

あ 

  
 

今
年
の
作
品
は
、
蛙
目

を
使
っ
た
時
と
そ
う
で
な

い
時
の
艶
の
違
い
を
見
て

く
だ
さ
い
。 

 

艶
の
な
い
の
が
蛙
目
を

使
っ
た
物
で
釜
戸
長
石
と

石
灰
と
蛙
目
で
７
対
２
対
１

の
割
合
で
使
う
と
こ
ん
な

に
艶
が
な
い
。
全
く
同
じ
で

①
が
蛙
目
を
入
れ
な
か
っ

た
物
で
ガ
ラ
ス
質
の
艶
が

出
る
。 

長
石
の
釜
戸
と
平
津
の

違
い
は
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
主
に
蛙
目
が
入
っ
て

い
る
か
入
っ
て
い
な
い
か

の
違
い
で
こ
ん
な
に
違
う

も
の
か
と
思
っ
て
し
ま
う
。 

②
③
④
⑨
は
既
製
品
の

透
明
釉
で
、
⑤
⑥
⑦
⑧
が

釜
戸
長
石
と
蛙
目
が
入
っ

て
い
る
。
後
は
⑨
だ
け
は
磁

器
土
で
残
り
は
全
部
半
磁

器
土
を
使
っ
て
い
る
。 

絵
に
つ
い
て
は
、
も
う
少

し
ダ
ミ
の
使
い
方
を
練
習

し
た
い
。
た
だ
、
勢
い
だ
け

は
出
し
た
い
な
。
と
、
思
う

の
と
、
濃
淡
を
出
し
た
い

が
、
ま
だ
ま
だ
出
来
上
が
っ

て
み
る
と
。
意
外
と
描
い
て

い
る
時
は
、
「
オ
ッ
!
い
い

じ
ゃ
ん
。
」
と
思
っ
て
い
る

ん
だ
け
ど
。 

も
う
少
し
時
間
が
あ
れ

ば
テ
ス
ト
ピ
ー
ス
を
作
れ

ば
い
い
ん
だ
け
ど
。 

① 

⑲  

⑧ 

⑫  

② 

③  

⑬  

⑭  

⑯  

⑰  

21  

22  

④ 

⑱  

⑥ 

⑮  

⑩  

⑪  

古代呉須での絵付け作品 

①葡萄 ： 透明釉薬（平津長石＋石灰） 半磁器土 

 

④牡丹 ： 透明釉薬（既製品） 半磁器土 

 

②海老 ： 透明釉薬（既製品） 半磁器土 
③牡丹 ： 透明釉薬（既製品） 半磁器土 

④ 

⑳  

① 

⑦  

⑧ 

⑧  

⑤ 

②  

⑥ 

①  

⑨ 

⑨  

⑦ 

⑥  

③ 

⑤  

② 

④  

⑧葡萄 ： 透明釉薬（釜戸長石＋石灰＋蛙目） 半磁器土 

 

⑦海老 ： 透明釉薬（釜戸長石＋石灰＋蛙目） 半磁器土 

 

⑨牡丹 ： 透明釉薬（既製品） 磁器土 

 

⑤⑥牡丹 ： 透明釉薬（釜戸長石＋石灰＋蛙目） 半磁器土 
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横浜陶芸友の会だより 

第 197号 
（令和 8 年 5 月 17 日発行) 

(発行人) 横浜陶芸友の会  
 

【
編
集
後
記
】 

・
1990
年
（
平
成
２
年
）
６
月
か
ら
連
載
が
始
ま
っ
た
「
陶
陶

さ
ん
」
が
2026
年
（
令
和
８
年
）
３
月
、
会
報
196
号
117
話
を

も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
な
ん
と
、
36
年
間
続
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
作
者
の
赤
星
さ
ん
が
体
調
を
崩
さ
れ
「
約
20

年
単
身
生
活
を
し
て
、
ど
う
に
か
大
き
な
病
気
を
す
る
こ
と

が
な
く
過
ご
せ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
ち
ょ
っ
と
心
配
で

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
漫
画
は
終
止
符
を
打
た
せ
て
い
た

だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。」
と
の
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。 

 

長
年
に
わ
た
り
会
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
赤
星
さ
ん
に

感
謝
と
ご
健
康
の
回
復
を
祈
念
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

一
日
も
早
く
ご
健
康
を
取
り
戻
し
、
ま
た
ご
活
躍
が
で
き

る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

・「
第
36
回
作
品
展
」
の
作
品
紹
介
に
あ
た
り
、
手
違
い
に

よ
り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
録
音
を
消
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
作
品
の
説
明
が
書
け
な
く
な

り
ま
し
た
。
お
許
し
く
だ
さ
い
。 

・
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

鍋
島
弘
義 

焼成コーナー
展示の全体図 

焼成会の様子と窯詰め 

焼成会で焼いた作品 


